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Turn to Page 21 for the CIR Column  “Month-LEE BRIAN”  in English
国际交流员专栏《マンスLEE・BRIAN》在第21页，敬请阅读（国際交流員コラム「マンスLEE・BRIAN」は英語・中国語併記で21ページに掲載しています）
※掲載している施設やイベントにおいて、車イスの利用を希望される方は、各主催者等に問い合わせください。

年末年始の
お知らせは6ページ
ゴミ収集日の一部が変更にな
っているのでご注意ください。

木津高校主催の城山台ABCマーケットが城址
公園で開催されました。
11月12日は、城山台小学校の6年生もマーケッ
トの運営をお手伝いしました。

採れたて野菜で
元気いっぱい
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「水・緑・歴史が薫る文化創造都市
～ひとが耀き　ともに創る豊かな未来～」

総合計画は、市政運営の最上位計画であり、まちづくりの理念と施策を示しています。
一方、総合戦略は、分野別計画の1つであり、人口ビジョンに示す目標人口を達成するため、今後5か年におこなう施
策を示す戦略プランです。

総合計画との関係図

木
津
川
市
の
特
徴
を
活
か
し
、魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

木
津
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
　 
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」を
策
定

◇
な
ぜ
、地
方
創
生
な
の
か

　
全
国
的
に
、少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
進
み
、

い
か
に
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、平
成
26
年
11
月
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」が
施
行
さ
れ
、国
で

は
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

◇
木
津
川
市「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」を
策
定

　
本
市
の
人
口
は
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
な
ど
に
よ

り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、増
加
傾
向
に
あ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、や
が
て
来
る
人
口
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、早
期
に
手
段
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に「
住
み
た
い
、住
み
続
け

た
い
、住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
実
感
い
た
だ
け
る
魅

力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」第
10
条
に
規
定
す
る「
木
津
川
市
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
」を

策
定
し
ま
し
た
。

◇
総
合
戦
略
の「
柱
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

　
本
市
で
は
、子
育
て
世
帯
の
人
口
が
多
い
こ
と

と
、子
ど
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
は
、ど
の
世
代
も

住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、総
合
戦

略
の
柱
を『
子
育
て
』と
し
、次
の
戦
略
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
定
め
ま
し
た
。

戦
略
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
子
ど
も
育
マ
チ
・
き
づ
が
わ
い
い
」

　
今
後
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、産
業
界
・
教
育

機
関
・
金
融
機
関
・
労
働
団
体
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
ま
ち
の
活
性
化
に
ご
参
画
い
た
だ
き
、国
・

府
と
も
連
携
し
な
が
ら
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

住み続けたいまち「木津川市」

を目指して

木津川市まち・ひと・しごと創生「人口ビジョン」「総合戦
略」は、市ホームページ（http://www.city.kizugawa.lg.jp/
index.cfm/10,20406,47,html）にも掲載しています。

木津川市
総合計画

分野別計画

地域防災計画

地域福祉計画

高齢者福祉計画

子ども・子育て支援事業計画

など

人口ビジョン

総合戦略

持続的なまちづくりを進めていく
ため、目指すべき将来の方向と目
標とする人口などを示したもの。

人口ビジョンに示す将来のまち
の姿と人口目標の実現に向けた
具体の施策をまとめたもの。
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一人でも多くの方が

「住みたい、住み続けたい、住んでよかった」と実感できるまち

人口減少に対する戦略を講じな
いと、市の人口は、
2030年の83,100人をピークに、
2040年には81,100人まで減少
します。
総合戦略に定める施策などに取
り組み、2030年に84,700人、
2040年に84,800人、
2060年に81,200人の
人口規模を目指します。

戦略の柱：『子育て』
戦略スローガン：『子ども育マチ・きづがわいい』

総合戦略〔概要〕

魅力ある
まちづくり

戦略
基本目標

子育て施策

将来目標人口と将来推計人口

将来目標人口
将来推計人口

69.8 74.8 78.8 83.0 84.7 85.1 84.8 84.2  83.5  82.5  81.2  
69.8 74.8 78.4 82.0 83.1 82.6 81.1 79.2  77.1  74.7  72.0  

65.0 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

90.0

85.0

80.0

75.0

70.0

【
基
本
目
標
１
】

学
研
都
市
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
の

活
性
化
、都
市
近
郊
農
業
の
振
興
・
活
性
化
、企

業
誘
致
・
立
地
に
よ
る
雇
用
と
就
業
の
創
出

［
子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
目
標
］

企
業
な
ど
が
取
り
組
む
子
育
て
環

境
の
整
備
に
対
す
る
支
援（
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
企
業（
厚
生
労
働
省
）の

認
定
へ
の
応
援
な
ど
）や
、学
校
給

食
に
お
け
る
安
心
安
全
な
地
域
農

産
物
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
２
】

交
流
人
口
の
増
加
、地
域
住
民
に
よ
る「
地
域

活
性
化
・
観
光
」の
展
開

［
子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
目
標
］

子
ど
も
た
ち
が
、ま
ち
へ
の
愛
着

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
木
津
川

市
の
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、里
地
里
山
を

活
用
し
た
婚
活
事
業
や
多
世
代
間

交
流
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
３
】

「
子
育
て
支
援
№
１
」を
目
指
し
た
施
策
の
充
実

［
子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
目
標
］

す
べ
て
の
子
育
て
世
代
が
、安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、子

ど
も
自
身
が
未
来
に
向
か
っ
て
は
ば
た
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、｢
子
育
て

支
援
№
１｣

施
策
の
充
実
や
子

育
て
情
報
を
発
信
す
る
た
め

の
子
育
て
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
の

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
４
】

小
さ
な
拠
点
を
活
用
し
た
個
性
と
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

［
子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
目
標
］

地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
、地
域
活
動
を
楽
し

み
、ま
た
、子
育
て
世
代
が
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
地
域
と

つ
な
が
る
よ
う
、小
さ
な
拠
点

づ
く
り
や
、安
心
安
全
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
５
】　

地
元
教
育
機
関
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
ま

ち
の
活
性
化

［
子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
目
標
］

子
ど
も
た
ち
が
、興
味
を
持
ち
楽
し
め
る
講
座

や
体
験
学
習
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、最

先
端
の
科
学
技
術
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、地
域
の
特
色
・

文
化
等
を
学
び
、大
人
に
な
っ

て
も
木
津
川
市
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ま
ち

へ
の
愛
着
・
Ｕ
／
Ｉ
タ
ー
ン
意

向
の
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
基
本
目
標
６
】

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
、取
り
組
も
う
と
す

る
人
材
の
支
援
・
創
出

［
子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
目
標
］

ま
ち
を
担
う
若
い
世
代
や
子
ど
も
が
楽
し
み
な

が
ら
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
、マ

チ
オ
モ
イ
の
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
に
対
応
し
た
国
際
感
覚

を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

※「かわいい」と「木津川良い」を合わせて、まちの愛着を深めるきづがわいい〈Lovely&Good〉としました。

人口ビジョン〔概要〕

戦略により人口維持を目指します

今のままでは…。
人口減少に待った









各 

種 

相 

談 

日

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

藤 原 義 明

税理士・社労士

藤 原 庸 貴
大 倉 　 康

人
権
・
行
政
相
談

12
月
８
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

木
津
人
権
セ
ン
タ
ー

12
月
15
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

12
月
22
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

山
城
支
所
別
館

問
合
せ

人
権
相
談 

人
権
推
進
課 

☎
75-

１
２
１
７

行
政
相
談　

総
務
課�

☎
75-

１
２
０
０

社
協
法
律
相
談

（ 
要
予
約 

相
談
月
の
１
日
午
前
８
時
30
分
～
、

土
日
祝
の
場
合
・
翌
平
日
）

12
月
11
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
本
所　

☎
71-

９
５
５
９

社
協
心
配
ご
と
相
談

12
月
４
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
９
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

加
茂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

12
月
25
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

山
城
保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会　

木
津
支
所 

☎
72-

５
５
３
２

加
茂
支
所�

☎
76-

４
３
３
８

山
城
支
所�

☎
86-

４
１
５
１

年
金
相
談

12
月
16
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

庁
舎
北
別
館

予
約
・
問
合
せ

　

京
都
南
年
金
事
務
所

☎
０
７
５-

６
４
３-

２
６
２
０

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
）

健
康
相
談

相
談
日
は
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課�

☎
75-

１
２
１
９

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口�

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
活
動
等
）

毎
週
月
～
金（
休
・
祝
日
を
除
く
）

要
予
約

要
予
約

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

高
齢
介
護
課�

☎
75-

１
２
１
３

障
害
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口（
就
労
支
援
）

毎
週
月
～
金（
休
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

社
会
福
祉
課�

☎
75-

１
２
１
１

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談

12
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

庁
舎
北
別
館　

会
議
室

い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

中
央
図
書
館

問
合
せ　

学
校
教
育
課�

☎
75-

１
２
３
０

　

※
電
話
相
談

　

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

�

☎
72-

２
６
５
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度

解
雇
・
雇
止
め
な
ど
労
働
者
個
人
と
事
業
者

の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
公
平
・
中
立
の
立
場
の

あ
っ
せ
ん
員
が
円
満
に
解
決
し
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
労
働
委
員
会

�

☎
０
７
５-

４
１
４-

５
７
３
３

交
通
事
故
相
談

12
月
10
日
㈭　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

問
合
せ　

木
津
地
域
総
務
室　

☎
72-

０
０
５
１

女
性
セ
ン
タ
ー
相
談

毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時　

女
性
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

女
性
セ
ン
タ
ー　

☎
72-

７
７
１
９

消
費
生
活
相
談

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

相
楽
会
館（
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣
）

問
合
せ　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
72-

９
９
５
５

社
会
福
祉
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
の
相
談
会

12
月
５
日
、平
成
28
年
１
月
９
日
㈯　

午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分（
正
午
～
午
後
１
時

は
除
く
）

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
４
階

問
合
せ　

京
都
社
会
福
祉
士
会

�

☎
０
９
０-

４
４
９
８-

４
６
８
９

多
重
債
務
相
談

弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
多
重
債
務
法
律
相

無
料

無
料要

予
約

毎週火曜日　午後1時～ 5時　東部交流会館
料　金　5，400円（40分あたり）
※収入や資産の少ない方は、法テラス案
　件として相談料は無料です。
問合せ　京都弁護士会　☎075-231-2378

○弁護士相談が不安な方は、女性センター
（☎72-7719）へ問い合わせください。

談
を
お
こ
な
い
ま
す
。お
悩
み
の
方
は
、ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
11
日
㈮　

午
後
５
時
～
６
時
30
分

　

庁
舎
北
別
館

 

※‌�

他
市
に
も
会
場
が
あ
り
ま
す
。問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合

　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
72-

９
９
５
５

　

木
津
川
市
観
光
商
工
課　

☎
75-

１
２
１
６

　

京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
７
５-

６
７
１-

０
０
４
４

　

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
労
働
観

光
室�

☎
21-

２
４
２
６

多
重
債
務
無
料
相
談
会（
無
料
）

12
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

近
畿
財
務
局
京
都
財
務
事
務
所

　

☎
０
７
５-

７
５
２-

１
４
１
７

「
く
ら
し
と
し
ご
と
」の
相
談
窓
口（
無
料
）

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

	

社
会
福
祉
課

毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時　

山
城
支
所

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
後
1
時
～
4
時　

加
茂
支
所

※
正
午
～
午
後
１
時
お
よ
び
閉
庁
日
を
除
く

問
合
せ　

社
会
福
祉
課　

☎
75-

１
２
１
１
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※通常の収集と変更がある場合は、色がついています。

年末年始は収集量が増えるため収集時間帯が前後する場合がありますが、必ず決められた場所に
　　　　　　　　 　　に出してください。 ※収集後に出されたごみは、収集しませんのでご注意ください。

Ａ地区①② Ｂ地区①② Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区
金曜 水曜　 月曜 月曜 火曜 火曜 水曜

ア地区
イ地区
ア地区
イ地区

地区別収集区域表（燃やすごみ以外）

ビニール・プラスチック容器包装（レジ袋・食品カップ・卵ケースなど）

月・木曜　

火・金曜

水・土曜

観音寺、大野、法花寺野、北新町の一部、中新町の一部、
南町、西町、中町、東町（駅西2含む）、中森、岡崎の一部、
河原、南加茂台1・8・9・12・14丁目、プレステマンション

二本松、高田、北新町の一部、中新町の一部、南新町（駅
西1・駅東1の一部含む）、兎並、兎並西（駅東4含む）、山
ノ上、北、小谷上、小谷下、山田、当尾地区全域、南加茂
台3・4・5・6・10・15丁目

里、銭司、井平尾、岡崎の一部、西、東、登大路、仏生寺、
口畑、奥畑、駅東1・2・3（プレステマンションを除く）、
南加茂台1丁目の一部・2・7・11・13丁目

Ａ地区①②
Ｂ地区①②
Ｃ地区・Ｄ地区

Ｅ地区・Ｆ地区
Ｇ地区

第4月曜
第2月曜
第4月曜

第4火曜
第1月曜

燃やすごみ（生ごみ・木くず・紙くずなど）

燃やさないごみ（ビン・かん・陶器類・蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ（ビデオテープ・歯ブラシ・靴など）

燃やすごみ 新聞・雑誌・ダンボール
古着・紙製容器包装

燃やさないごみ
ビン、かん、陶器類、蛍光灯など

ビニール・プラスチックごみ
ビデオテープ、歯ブラシ、靴など

Ａ地区（第2・4水曜）
Ｂ地区（第2・4木曜）

0
0

（注）収集日は同じ日ですが、必ず別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック…中を洗って、切り開き、乾かしてください。
ペットボトル　…キャップとラベルは外して出してください。

山城区域全域　第3水曜日

Ａ地区（上狛北部・上狛南部）
Ｂ地区（綺田・平尾・椿井・北河原・神童子）

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

ビニール・プラスチック容器包装
レジ袋、食品カップ・卵ケースなど

山城区域全域　月曜日

区　域

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ 地 区

Ｄ 地 区

Ｅ 地 区

Ｆ 地 区

Ｇ 地 区

地　　　　　　　区
南加茂台4・6・8・9丁目
南加茂台12・13・14・15丁目
南加茂台1・2・3・5丁目
南加茂台7・10・11丁目
井平尾、岡崎、河原、西、東、登大路、
仏生寺、口畑
里、二本松、観音寺、大野、法花寺野、南加茂台1丁目の一部
新町（駅西1含む）、南町、西町、中町、東
町（駅西2含む）、中森、兎並、山ノ上、北
兎並西（駅東4含む）、駅東1・2・3、小谷
上、小谷下、銭司、山田、奥畑
高田、当尾地区全域

①
②
①
②

※キャップ・ラベルは外して出してください。

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

①地区（上狛南部・国道24号から西側・国道163号から南側）
②地区（上狛北部・国道24号から東側）
③地区（椿井・北河原・南平尾（鳴子川から南））
④地区（南平尾（鳴子川から北）・神童子）
⑤地区（北平尾・南綺田（不動川から南））
⑥地区（南綺田（不動川から北）・北綺田）

Ａ地区①②（第2・4木曜）
（第1・3月曜）Ｂ地区①②

Ｃ地区（第2・4水曜）
Ｄ地区（第2・4木曜）
Ｅ地区（第2・4金曜

（第2・4火曜
）
）Ｆ地区

Ｇ地区（第1・3木曜）

Ａ地区①②
Ｂ地区①②（第1・3木曜）

（第1・3火曜）

Ｃ地区（第1・3木曜）
Ｄ地区（第1・3木曜）
Ｅ地区（第1・3金曜）
Ｆ地区（第1・3金曜）

（第2・4月曜）Ｇ地区

※「ごみ収集カレンダー」および「ごみの分別と出し方ガイドブック」は、木津川市ホームページに掲載しています。

※

ペットボトル

から

から

①地区 ②地区

④地区 ⑤地区

③地区

⑥地区

Ａ地区① Ａ地区② Ｂ地区① Ｂ地区② Ｃ地区

Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区

※P6の年末年始のごみ収集日程をご覧ください。

12/31～1/3の間は
収集はありません

年末年始は収集量が増えるため収集時間帯が前後する場合がありますが、
必ず決められた場所に　　　　　　　　 　　に出してください。 
※収集後に出されたごみは、収集しませんのでご注意ください。

※P6の年末年始のごみ収集
　日程をご覧ください。

382015.12 広報

（12月17日、毎月第3木曜日）
（12月18日、毎月第3金曜日）

12月9日・23日　1月13日
12月10日・24日　1月14日

1月14日・28日
1月 4 日・18日
1月13日・27日
1月14日・28日
1月15日・29日
1月12日・26日
1月 7 日・21日

1月 5 日・19日
1月 7 日・21日
1月 7 日・21日
1月 7 日・21日
1月 8 日・22日
1月 8 日・22日
1月11日・25日

12月 10日・24日
12月 7 日・21日
12月 9 日・23日
12月 10日・24日
12月 11日・25日
12月 8 日・22日
12月 3 日・17日

12月 1 日・15日
12月 3 日・17日
12月 3 日・17日
12月 3 日・17日
12月 4 日・18日
12月 4 日・18日
12月 14日・28日

2月27日（土）12月12日（土）12月26日（土）

1月9日（土）1月23日（土）2月13日（土）

2月18日（木）1月22日（金）2月26日（金） 2月9日（火）

1月15日（金）1月12日（火）1月26日（火）1月29日（金）1月21日（木）



Garbage Collection
まち美化推進課 75-1215

English instructions are arailible from the Kizugawa city hall.
Tel:  75-1215  Fax:  72-3900

年末年始は収集量が増えるため収集時間帯が前後する場合がありますが、
必ず決められた場所に　　　　　　　　 　　に出してください。※収集後に出さ
れたごみは、収集しませんのでご注意ください。※通常の収集と変更がある場合は、色がついています。

市　　役　　所
女 性 セ ン タ ー
リサイクル研修ステーション
西 部 交 流 会 館
東 部 交 流 会 館
京都府木津総合庁舎駐車場前倉庫内
以上施設開所日のみ設置
スーパー中村屋（木津店）
城　　酒　　店
イ ワ ウ チ 酒 店
JA京都やましろ木津支店
アル・プラザ（木津店）
ハーベス（木津川台店）
イオン高の原店（西側入口）
サンディ（木津店）
フレンドマート（木津川店）
以上営業日のみ設置

飲料用紙パック
ペットボトル
回収容器常設場所

第1火曜
第2火曜
第3火曜
第4火曜

Ａ地区・Ｄ地区
Ｂ地区・Ｃ地区・Ｋ地区
Ｅ地区・Ｈ地区・Ｉ地区
Ｆ地区・Ｇ地区・Ｊ地区

燃やさないごみ
Incombustible

ビニール・プラスチックごみ
Plastic and Vinyl

（第1・3火曜） 
（注）必ず、別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック
Paper cartons
※中を洗って、切り開き、

乾かしてください。

古紙類（新聞・雑誌・ダンボール・古布など）
Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth

ペットボトル
Plastic bottles

※キャップとラベルは外し
て出してください。

拠点回収

拠点回収

決められた場所へ出してください。

Permanent collection points for paper cartons/
Plastic bottles
We regret that due to lack of space, no details in English are
available. Please  ask  your  neighbors and/or the Kizugawa
city office  for  information regarding collection points. 

ビン・かん・陶器類・蛍光灯など
（Bottles, cans, pottery etc.）

ビデオテープ・歯ブラシ・靴など
（Video tapes, tooth brushes etc.）

Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth must
each be  sorted  out  separately.
These items should be recycled and not be treated as combustible waste.

古紙類…新聞・雑誌・ダンボール・古布・飲料用紙パックなどは
完全リサイクルされます。「燃やすごみ」として収集されません。
各地域で、定められた場所にきちんとお出しください。

梅美台公園南側歩道

黄葉公園
も み じ

第3月曜日

古紙類をリサイクルすることで燃やすごみの量を減らす
ことができます。
古紙類集団回収事業
古紙類等の集団回収にご協力ください。
集団回収で古紙類（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、古着）
を収集された場合、補助金（予算範囲内）をお支払いします。
※収集業者によって回収品目が異なることがあります。詳し

くは、各収集業者に問い合わせください。

ビニール・プラスチック容器包装
Plastic casing / wrapping

Ｂ地区

（Mon.）

Ｃ地区

木曜
（Thu.）

Ｄ地区

水曜
（Wed.）

Ｅ地区

水曜
（Wed.）

Ｆ地区

月曜
（Mon.）

Ｈ地区

（Tue.）

Ｉ地区

火曜
（Tue.）

Ｊ地区

金曜
（Fri.）

Ｋ地区

火曜
（Tue.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

月曜

Ｇ地区

金曜
（Fri.）

火曜

収集でき
ないごみ

タイヤ・廃油・バッテリー・農薬・劇物・消火器など
の処理は購入店又は専門業者にご相談ください。

レジ袋・食品カップ・卵ケースなど
Grocery bags,shampoo bottles,egg cartons etc.

Please note that we are unfortunately not able to accept
dangerous materials, chemicals, car-batteries, tires or oil etc. These
items should be taken to the store from which you bought them.

燃やすごみ
Combustible

生ごみ・木くず・紙くずなど
Kitchen waste, dust etc.

Ａ地区
Ｂ地区（第1・3木曜）

（第1・3月曜）
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区（第2・4土曜）

（第2・4月曜）

Ｆ地区（第2・4木曜）
（第2・4火曜）Ｇ地区

Ｈ地区（第1・3金曜）
Ｉ地区（第2・4水曜）
Ｊ地区（第1・3水曜）
Ｋ地区（第2・4金曜）

第1木曜日

粗大ごみ
Oversized Garbage

※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

机・自転車・ストーブ・タンスなど
Desk, bicycle, stove, chest  etc.

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区

Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区 Ｈ地区

Ｉ地区 Ｊ地区 Ｋ地区

※P6の年末年始の
ごみ収集日程をご覧ください。

12/31～1/3の間は
収集はありません

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

1月 5 日・19日
1月 7 日・21日
1月11日・25日
1月 4 日・18日
1月 9 日・23日
1月14日・28日
1月12日・26日
1月 8 日・22日
1月13日・27日
1月 6 日・20日
1月15日・29日

12月 1 日・15日
12月 3 日・17日
12月14日・28日
12月 7 日・21日
12月12日・26日
12月10日・24日
12月 8 日・22日
12月 4 日・18日
12月 9 日・23日
12月 2 日・16日
12月11日・25日

12月24日（木）2月11日（木・祝）1月23日（土）

1月28日（木）12月26日（土）12月1日（火）2月25日（木）

2月17日（水） 1月9日（土）1月19日（火）2月2日（火）
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「
地
域
活
性
化
」
と
い
う
言
葉
を
最
近
よ
く
耳
に
す

る
。
こ
の
言
葉
通
り
、
自
分
の
住
む
地
域
が
元
気
で
、
に

ぎ
や
か
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
が
願
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
城
地
域
で
「
筍
焼
酎
」
作
り
に
携
わ
っ
た
梅
本
好
成

さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
知
り
合
い
か
ら
、「
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
お
酒
を
作
ろ
う
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。
大
正
時
代
か
ら
続
く
酒
屋
を
営

む
₄
代
目
の
ご
主
人
で
あ
る
梅
本
さ
ん
は
、
筍
は
山
城
地

域
の
名
産
品
で
、
質
も
良
い
と
有
名
な
の
に
、
衰
退
し
て

い
る
の
は
さ
み
し
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
筍
を
使

っ
た
焼
酎
を
作
ろ
う
と
考
え
た
そ
う
だ
。

当
初
、
筍
は
に
お
い
の
問
題
な
ど
か
ら
、
焼
酎
に
す
る

の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
酒
造
業
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
竹
ず
み
を
使
用
し
て
筍
の
臭
み
を
取
る

な
ど
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
₅
年
前
、
発
売
に
至
っ
た
。

発
売
年
は
、
珍
し
い
商
品
や
取
り
組
み
が
注
目
を
集

め
、
1
2
0
0
本
が
完
売
し
た
。
2
年
目
、
3
年
目
と
、

取
扱
っ
て
く
れ
る
お
店
も
増
え
た
が
、
全
体
的
な
小
売
店

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

木
津
川
市
を
創
る
す
べ
て
の
絆
［
第
四
十
回
］

の
数
は
減
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。

「
酒
屋
が
減
っ
て
い

る
の
は
辛
い
で
す
。
酒

屋
に
は
、
地
元
地
域
で

の
役
割
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
。
み
ん
な
と
顔
見
知

り
だ
か
ら
、
犯
罪
の
抑

止
効
果
だ
っ
た
り
、
役

を
担
っ
た
り
と
か
。
近

所
の
子
だ
っ
て
、
酒
屋
の
お
っ
ち
ゃ
ん
！
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
す
し
。
酒
屋
同
士
の
競
争
じ
ゃ
な
く
て
、
筍
焼
酎

を
起
爆
剤
と
し
て
、
酒
屋
を
中
心
に
、
地
元
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。」
と
い
う
。

そ
の
熱
い
想
い
を
胸
に
、
第
二
弾
と
し
て
、
地
元
の
え

び
い
も
を
使
用
し
た
焼
酎
を
作
っ
た
。「
木
津
川
市
の
え

び
い
も
っ
て
す
ご
く
美
味
し
い
ん
で
す
よ
。
焼
酎
を
入

口
に
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
。」
と
語
る
。

筍
焼
酎
や
え
び
い
も
焼
酎
を
発
売
し
た
こ
と
で
、
様
々

な
人
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
た
と
い
う
梅
本
さ
ん
。
全
国

か
ら
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
た
り
、
注
文
が
入
っ
た
り
す
る

そ
う
だ
。
「
新
し
い
お
客
様
や
、
地
元
の
方
と
の
横
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
若
い
世
代
に
渡
し
て
い
き
た

い
。こ
れ
か
ら
も
、
お
酒
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。」

と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
木
津
川
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域
の
人
に

地
元
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。」
と
語
る
梅
本
さ
ん
。
も
し
か
し
た

ら
、そ
の
地
域
に
住
む
人
が
、
地
元
を
好
き
に
な
れ
る
こ
と

が
、「
地
域
活
性
化
」へ
の
第
一
歩
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

地
元
食
材
で
地
元
を
元
気
に
！

梅
本
好
成
さ
ん
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